
7　イントネーションについて考える 4746

私は口での呼吸によってのどを広げて息を吸い込むことをすすめている。口に紙ロール（巻紙の芯など）をく

わえて呼吸練習をすると、のどが自然にリラックスするようになる。静かで叙情的な曲の場合は、息を吸い

込むときのノイズが聞こえないようにしなさい。息を吸い込むときにでるノイズは、緊張と抵抗のしるしで

あり、効果的な呼吸を阻止する。

心理的に効果があるとしてリズミカルな呼吸を奨励するすぐれた奏者が多くいるが、リズミカルな呼吸が

つねに1拍またはそれより速いとは限らない。歌手に注目してみよう。ゆっくりと「秘かに」、しかし深く呼

吸をする時間を作り出している（音楽的に可能なとき）。鼻で呼吸するより口で呼吸する方がより速く多量の空

気を吸い込むことができる。さらに一瞬ではあるが、唇が休養できる。

鼻から空気を吸い込むことも、ときには有益である。鼻の粘膜が空気を濾過するために健康的であり、日

常生活では当たり前のことである。長いフレーズのスタッカートを演奏しているとき、スタッカートの合間

に素早く鼻から息を吸い込むことができる。また苦手な音域で唇の緊張を解かない方が安全なときなどは、

鼻から空気を吸うとよい。

肺活量の限界まで空気を吸い込むのは本当に骨が折れる。広がった胸郭のすみずみまで空気が送られるので、

ぎこちなく見えることもあり、実際に肩が持ち上がったように見える。しかしよく観察すると、 緊張したため

に持ち上がった肩と、肺のすみずみを空気が満たしたために押し上げられた肩とは違うことに気がつくだろう。

　2. 息を吐き出す 

空気を惜しまずに使いなさい。なんといっても好きなだけただで使えるのだから！ 速く空気を吐くことが、

必ずしも大きな音を出すためとは限らない。より美しく遠くまで響きわたる音のためでもある。演奏すると

きに口の中で、オー（tOHHHHH）と言いなさい。

　3. 横隔膜の支え 

議論の余地があるテーマである。絶えず胃の周りから下に「押す」ことを非常に強くすすめる奏者も少な

くない。横隔膜の支えが重要視されすぎているという人もいる（アーノルド・ジェイコブズもそのひとりである）。

この両方の理論の中間に真実がある、というのが私の見解である。横隔膜の動きによる支えが非常に役立つ

場合もあるが、いつも必要というわけではない。高く大きい音、とくに高音域での質の高いスタッカートを

演奏するときには非常に有益である。

胃の周りから下にかけての筋肉を、必要に応じて柔軟に使用することを私はすすめる。この胴体の下部（横

隔膜）は、身体の必要性に応じ、いくぶんかは上方や外側に向かって動くように訓練することができる。それは、

身体のより大きい筋肉がより小さい筋肉に手を貸すことができるという事実に基づいている。しかしこのよ

うな下腹部の筋肉の活動は、空気を体の外に押し出すためにはそれほど多く必要ではない。もし肺が最初か

ら十分な空気で満たされているならば、ほとんどの場合無理なく自然に外に向かって空気は流れ出るであろう。

「瞬時に音を合わせる」ことは、レベルの高いオーケストラや小さなアンサンブルで演奏するときの最低限

の必要条件である。「音を合わせる」とは、何を意味し、そのために何をすべきなのか？

経験豊かで優秀な音楽家は次の3通りの方法でイントネーションを決定している。

　1. 平均律的イントネーション 

このシステムは正しく調律されたピアノ、またはチューナーに従うもので、そこでは1オクターヴを12の半

音で均等に分けてある。近似的に音を合わせながら演奏できる能力は、正しいイントネーションの基盤となり、

さらにピアノとともに演奏するときに役立つ。

　2. 旋律的（表現的または水平的）イントネーション 

これは弦楽器ソリストとすぐれた歌手のイントネーションである。イントネーションを音楽解釈のための

道具（表現のために加えられたもの）としてもちいている。4度と5度が完全であり、オクターヴは完全であるか

わずかに広い。導音は次の音に対し、高めか低めにとられる。したがって、たとえば長音階の第7音は高めに

なり、第3音はいくぶん高めになる。短音階の第3音は少し低めとなり、下行する第7音は比較的低めになる。

　3. 和声的（垂直的）イントネーション 

このイントネーションは、和音と音楽の縦の構造と関係しており、クリストファー・ルーバ （Christopher 

Leuba）の論文 Intonation（『イントネーション』）で詳細に説明されている。このシステムは数学的な事実に基づ

くもので、4度と5度とオクターヴが完全であるように強く求められている（広いオクターヴではない！）。 これに

対し、長調の3度はせまく、そして短調の3度は比較的広くなる。しかしこの論文にも書かれているように、

短調を数学的に処理するのは本来適切ではない。

和音を正しく合わせるために必要な音響学について知識を深めることは重要である。しかし、ふつう聴衆

が耳を澄ませるのは、ハーモニーより旋律のラインであると私は思う。そのため私個人としては、旋律的（水

平的）イントネーションと和声的（垂直的）イントネーションの両者が対立する場合には、ときには旋律を優

先させた演奏を好む。

さまざまな音楽的状況で柔軟に対応するために、これら3種類の異なるシステムをうまく機能させる必要が

ある。金管奏者は、初めに平均律でピッチを合わせるとよい。これらのピッチは唇だけまたはマウスピース

を使って作ることができるが、実際に楽器を演奏するより難しい。しかしこれによって、音程に対する正確

な感覚が養われ、さらに自分のイメージする正確なピッチと、その音をただちに正確に出すために必要な筋
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多くのスポーツコーチや音楽教師と同じように、

毎日、毎週のトレーニング・スケジュール練習表の

使用を私は推薦する。毎日または毎週、注意しなく

［練習表例］

てはいけない分野のテクニックを容易に思い出すこ

とができ、時間の使い方、実際の練習量を知ること

ができるからである。
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日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

唇だけのバズィング

マウスピースだけの練習

レガートのウォーミング・アップ

レガートの音階と
アルペッジョ

スタッカートの音階と
アルペッジョ

トリル

柔軟性

ロング・トーン

フォルティッシモ（ ff）

ナチュラル・ホルンの演奏

エテュード

オーケストラ曲抜粋

個人的な一覧表

ソロ作品

移調

ゲシュトップ

初見演奏

低音部記号の練習

頭脳トレーニング

呼吸の練習

その他

合計

音楽によっては、ときには極端な演奏が求められる。

　今までの演奏や経験から考えられる極端な音程、あるいはまったく未知の音程。

極端な演奏をする機会が少なくなると、これに対し用意していなくてはいけないことをじつに忘れがちに

なる。速いパッセージに対する不安をなくすためには、必要なテンポより速くそれを練習すると、 実際に演奏

するとき安心できる（正確にこの練習がしたい場合は、メトロノームが非常に役に立つ！）。 極端に遅いテンポの場合に

もこのことは適応できる。本来のテンポより遅く練習しなさい。

良い響きで極端に大きく吹くことは、肉体的見地から非常に重要である。家族や隣人がホルンの音をあま

り気にしないと言ってくれるのならば、大きく鳴り響く演奏を毎日繰り返し練習し、これをさらに研究すべ

きである。可能なかぎり、一人で練習できる場所と時間を見つけだしなさい。極端に静かな演奏は、周りの

人に歓迎されるだろう。長いディミヌエンドでの音がなくなるまでのロング・トーンはじつに意義深く偉大

な練習である。

極端に高い音や低い音は、ふつう、その音だけ単独では現れない。その前後が重要なのである。フレーズ

の中のいちばん高い音を安定させるためには、パッセージのすべての音を半音高く置き換えて吹くとよい。

しばらくたつと実際に譜面に書いてある音符が、低く感じられるようになり、心地よく演奏できるだろう

……うまくいけばの話だけれども！ 同様に低いフレーズは半音低く置き換えなさい。ペダルトーンC （実音F）

まで下がる音域と、高い f（実音bフラット）まで上がる音域で練習するのは、妥当で可能な目標である。初め

は高音（または低音）の響きがあまり「完璧」でなくてもあわてなくてもよい。 系統立てて練習することで、こ

の問題は解決されるであろう。

馴染みのない音程は、とくに現代音楽で見うけられる。これも本来の練習方法に則って、その音程を完璧

に正し歌ってみること。すると、演奏が以前より簡単に感じるであろう。さらにホルンの（長い） F管で吹い

てみなさい。F管のホルンで何か難しいパッセージをマスターすると、B管のホルンではふつう簡単に吹ける

ようになる。
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極端に

「速い」
「遅い」
「大きい音の」
「小さい音の」
「高い」
「低い」

パッセージ


